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第６回小平市長期総合計画基本構想審議会 会議録（要旨） 

開 催 日 時 

令和 2年 5月 7日（木）午後 3時から午後 4時 45分 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のための緊急事態宣言が東京都に発出された

ことを受け、委員が会場へ参集する形式での会議の開催は行わず、ウェブ会議（意

見は書面で提出）の開催とした。 

出 席 者 

・委員 17名 

髙橋裕子会長   栗山丈弘副会長 

伊藤規子委員   神山敬次委員   川地保宣委員   齋藤啓子委員    

市東和子委員   鈴木庸夫委員   竹田広輝委員   出口みちたか委員  

橋本直子委員   古川満久委員   細江卓朗委員   松尾早智子委員   

松田肇委員    宮奈彰男委員   矢口誠委員 

・事務局 3名 

企画政策部長 企画政策部総合計画担当課長  

企画政策部政策課長補佐兼総合計画担当係長 

会 議 次 第 １ （仮称）小平市第四次長期総合計画の素案の検討 

配 布 資 料 

事前送付資料 

資料１  （仮称）小平市第四次長期総合計画（素案（案）たたき台） 

資料２  （仮称）小平市第四次長期総合計画素案検討のための参考資料 

資料３  （仮称）小平市第四次長期総合計画策定に係る全体スケジュールの概要 

 

開会 

１（仮称）小平市第四次長期総合計画の素案の検討について 

会長 

本日は新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る措置として、ウェブ会議と書

面による意見提出に変更させていただいた。 

資料 1 の「（仮称）小平市第四次長期総合計画（素案（案）たたき台）」は、令和 2

年 1月 20日に公表した骨子案をもとに、これまでの市民意見、審議会、市議会特別

委員会及び庁内での検討等を踏まえ肉付けを行っており、素案検討用のたたき台と

しての位置付けとなる。このたたき台を基に、本日及び 6月 11日に開催予定の第 7

回審議会で素案として完成させていく予定である。 

事務局 資料 1、2、3に沿って説明。 

委員 気候変動の記述はどこかにあるか。 

事務局 
資料 1「（仮称）小平市第四次長期総合計画（素案（案）たたき台）」の 17ページに

「自然災害や気候変動に対する安全安心へ対応」として記載している。 

委員 

資料 1「（仮称）小平市第四次長期総合計画（素案（案）たたき台）」の 21ページで

は、「行財政再構築プラン」と「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の 2つを一本化

するとある。この 2つの計画を一本化する理由は。 

「行財政再構築プラン」及び「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の計画期間は長

期総合計画と合っているのか。 
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事務局 

「行財政再構築プラン」は、施策の推進といったニーズと、それを実施する方法と

いった資源の見える化を目的に一本化する。現行の「行財政再構築プラン」の計画

期間は令和 2 年度までとなっており、第三次長期総合計画の期間と一致している。

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」は、人口減少・少子化や自立した活力あるま

ちづくり等、課題が長期総合計画と重複しており、総合的に施策を進めていく必要

があることから、次期長期総合計画に包含することが分かりやすいと考えた。「ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」の計画期間は令和元年度であったが、1 年延伸し

令和 2年度までとしている。 

委員 

資料 1「（仮称）小平市第四次長期総合計画（素案（案）たたき台）」の 23ページで、

「めざす将来像」に対する意見が様々に出ている。今後どのようにこれらをまとめ

ていくことになるのか。 

事務局 

本日の資料 1「（仮称）小平市第四次長期総合計画（素案（案）たたき台）」で、あ

る程度、全体が見えるような形のものを示した。全体像を見ていただいた上で、改

めて将来像に対するご意見をいただきたい。成長社会から成熟社会へ移行するとい

う認識を共有することが、第四次長期総合計画の役割であると考えおり、それをベ

ースに将来像を定めていきたい。 

委員 

農地減少や緑被率等のデータがあるとよい。 

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を一本化するということであれば、「しごと」

の視点でのデータ等もあるとよいのではないか。 

事務局 

本日示したものは、たたき台の位置付けである。掲載するデータ等については今後

調整していきたい。個別計画等で取扱う内容とのバランス等も考慮していくことに

なる。 

委員 

①資料 1「（仮称）小平市第四次長期総合計画（素案（案）たたき台）」の 15ページ

で、財政的なことにも少し触れているが、市の予算額全体がどうなっていくのかを

示してほしい。それを踏まえて、市民や事業者なども含めたまちづくりの主体が、

どのようにまちづくりに関わっていくのかを考える必要があるのではないか。 

②新型コロナウイルス感染症を受けての内容も入るとよいのではないか。 

事務局 

①第四次長期総合計画基本構想の下に位置づける中期実行プランの中で、4 年間の

財政推計を示すことになる。 

②新型コロナウイルス感染症に関しては、まだ渦中であるが、何らかの形で取り扱

うことを予定している。 

委員 

①資料 1「（仮称）小平市第四次長期総合計画（素案（案）たたき台）」の 22ページ

下の枠の中で「基本的な理念を共有するうえでの視点について記述予定」とあるが、

どういった内容とするのか。 

②資料 3の 3ページでは、大学連携による概要版の作成が予定されているが、どう

いったものを予定しているのか。 

事務局 
①基本的な理念を共有するうえでの視点については、どういった思いによってこの 

基本的な理念を定めたのか、その背景について記述をする予定でいた。しかしなが 
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ら、基本的な理念は「小平市自治基本条例」から導き出された内容であり、同じペ 

ージに掲載している自治基本条例の前文にその考え等が網羅されていることから、 

あえて説明をする必要はないかとも考えている。 

②大学連携による概要版は、例えば SDGsの視点入れる等、若者からアイデアもらっ

て作成したいと考えている。しかしながらこの状況下で、大学生との連携が実際で

きるか、様子を見ながらになる。 

委員 

①計画策定後において、進捗はどのように示していく予定か。 

②パブリックコメントの際には、意見を出しやすいように、計画を噛み砕いた内容

で示すのがよいのではないか。 

事務局 

①第四次長期総合計画基本構想の下に位置づける中期実行プランについて進捗管理 

をし、毎年度評価していくことになる。 

②パブリックコメントのルールとして素案の形で示すことになる。地域懇談会が開

催できれば、そこではより簡易な資料を示すことを想定しているが、仮に開催がで

きない場合でも、何か工夫をしたい。 

委員 
資料 1「（仮称）小平市第四次長期総合計画（素案（案）たたき台）」の 9 ページに

記載のあるこだいらブルーベリーリーグとは、どのようなことを行っているのか 

事務局 

市内 7 つの大学が連携して、地域の活性化などを目的とした定期的な情報交換や合

同でのイベント開催を行っている。また、市の各課が、何かの事業等で大学との連

携を検討する場合、窓口となり連携がしやすくなっている。 

委員 
こだいらブルーベリーリーグについて、若者のベンチャー起業支援などにもつなが

るとよいと思った。 

委員 

①資料 1「（仮称）小平市第四次長期総合計画（素案（案）たたき台）」の 7ページ 

で、職業能力開発総合大学校、朝鮮大学校、国土交通大学校といった大学校も掲載 

してはどうか。同じく 8ページに地域資源の写真が掲載されているが、鈴木遺跡も 

重要ではないか。 

農地の減少のデータを示してほしい。 

②協働については情報の公開が重要。そのことについては、どこかに書いてあるか。 

事務局 
①いただいたご意見を踏まえ、今後検討する。  

②29ページの「自治体経営方針」を今後肉付けしていく中で入ってくる。 

委員 様々な意見を盛り込むより、要点をしぼってわかりやすくしてもらいたい。 

委員 

資料 1「（仮称）小平市第四次長期総合計画（素案（案）たたき台）」の 23ページの

めざす将来像については、今後案を絞っていくことになると思うがよい案があれば

取り上げてほしい。 

委員 
めざす将来像は具体性がある方がよいと思う。人口減少や SOciety5.0などをわかり

やすく示すとよいのではないか。 

事務局 

資料 1「（仮称）小平市第四次長期総合計画（素案（案）たたき台）」の 13ページ『第

4章 小平市を取り巻く状況』の中で、そういった課題等を取り上げている。めざす

将来像はピンポイントで第四次長期総合計画を象徴するものとしていきたい。 
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委員 

①資料 1「（仮称）小平市第四次長期総合計画（素案（案）たたき台）」の 8ページ 

で「地域資源」を取り上げているが、平櫛田中彫刻美術館に鷺草が植わっていたか

と思う。そういったものも希少価値があり、地域資源として取り上げてもよいので

はないか。 

②資料 1「（仮称）小平市第四次長期総合計画（素案（案）たたき台）」の 25ページ

のひとづくりについては、65歳以上の人が増え、また一方で、市の東部地域には新

しい住民も増えている。そのような中で、方針 2 の「全世代、元気にはつらつと過

ごす」、方針 3の「まちの誇りを受け継ぎ、発展させる」はどのように実現していく

のか。長期総合計画がそれを実現する役割を果たすのか。 

事務局 

①施設を所管する担当にも確認をしてみたい。 

②全ての市民が長期総合計画に基づいて実践ということにはならないにしても、１ 

つの拠り所として機能するものと考えている。 

会長 
本日の説明及び質疑応答を踏まえて、ご意見を書面でご提出いただくようお願

いする。 


